
 

- 62 - 

 

 

表－１７ 民有林と連携したシステム販売による木材供給量  

区 分 （参考）令和元年度 （参考）令和２年度 令和３年度 

協定者数（者） 31 33 36 

木材供給量（千 m3） 184.1＜5.9＞ 225.5＜0＞ 271.1＜0＞ 

 うち民有林材  22.3＜2.5＞  16.3＜0＞ 23.3＜0＞ 

うち国有林材 161.8＜3.4＞ 209.1＜0＞ 247.8＜0＞ 

注：１ 木材供給量の〈〉は、立木販売量(R3、R2：実績なし)を素材（丸太）換算した推

計量で内数。 

    ２ 計の不一致は四捨五入によるもの。 

事例 23  木材不足・価格高騰（いわゆるウッドショック）へ  

の対応            （東北森林管理局）  

 

 

 

令和３年当初、東北森林管理

局管内においても、輸入木材の

不足により国産材への代替需要

が増したことから、原木の引合

いは強く価格も高い水準で推移しました。これを受け、同局では、素材生

産請負事業の早期発注に取り組むとともに、山土場におかれる時間ができ

るだけ短くなるよう素材（丸太）の引き渡し検査の頻度を高め、生産され

た素材（丸太）の早期供給を行いました。また、立木販売については、木

材需要の減少により令和 2 年 7 月から販売を延期していた公売を令和３年

5 月から再開し、令和３年度の立木販売量は前年度比約５割増加しまし

た。  

早期供給の取組については、同局の国有林材供給調整検討委員会におい

て木材不足への的確な対応として高評価を得られたほか、「国産材への需

要が多い中で、来年度も素材（丸太）の早期販売に取り組んでほしい」と

の意見もいただきました。  

・山形県置賜郡 (おきたまぐん )
小国町 (おぐにまち )  

・素材（丸太）販売の素材
（丸太）の積込み  




